
平成 25年度 事 業 報 告 書

(公益法人移行後 第 3期 )

1.事業の状況

(1)奨学金給与

当財団は、昭和 52年 2月 に故樫山純三の私財を投じて設立されました。平成 23

年 11月 1日 からは公益財団法人として新制度に移行しました。

設立 37年目を迎えた本年 3月 には第 34回 日の大学奨学生及び第 28回 目の外国

人留学生大学院生の卒業生を社会に送り出すことが出来ました。

さて、第 37回大学奨学生 (平成 25年度採用)については、推薦依頼大学 40大

学と設立者出身地の 1地方自治体 (小諸市教育委員会)に、当財団の採用基準に

従い、学内選考を行つたうえでの推薦をお願いし、学部学生 43名 を採用しました。

この中には東日本大震災特別枠としての 2名が含まれています。また、大学院 (修

士、博士)課程に在籍する私費外国人留学生 7名 (第 30回生)を新たに採用しま

した。更に継続給与対象者から提出された書類等に基づき審査した結果、当年度

に奨学金を給与した大学奨学生は、第 34回生 35名、第 35回生 38名、第 36回

生 41名 、第 37回生 43名 の計 157名及び大学院奨学生 14名の合計 171名です。

奨学金は大学奨学生については 1人月額 3万 6千円、大学院外国人留学生は 1

人月額 10万円を給与しました。当年度の奨学金の支払額は 87,214,000円 (学習

奨励金 1,750,000円 を含む)で した。なお、本年末までの大学奨学生採用者は累計

1,878名 、大学院奨学生 (外国人留学生)235名 となつております。

また、昨年度より事業目的の一助として樫山奨学会館にある寄宿舎 (5室)の無

償貸与を始めました。今年度同室には 2大学の外国人留学生大学院生 5名が入居

しました。

(2)会 合
ア)第 37回 日の奨学生全国会合を昨年に引き続き日本青年館において平成 25年

11月 23日 (土 )、 24日 (日 )の両日に亘り開催しました。

全国から樫山奨学生が集い、品川アクアスタシ
゛
アムの見学を始めク

゛
ルーフ
゜
テ
゛
スカッシヨン、講師

のセミナー、OBと の交流等大変講評で若さ盗れる大会となりました。また、この会

合に会わせて今年度の関東地区の学習奨励生 6名 を招待し、学習奨励金を給与

しました。これは継続的に給与している留学生とは別の留学生大学院生に給与

する一時金です。他に現役奨学生 10名の成績優秀者に奨励金を贈呈しました。

イ)第 27回関西 OB会を平成 25年 11月 2日 (土)ホテル阪急インタサショナル (大阪)にお



いて開催しました。留学生 OBを含め約 50名 の参加がありました。また、関西

地区の留学生大学院生を学習奨励生として 7名 を招待し、学習奨励金を給与し

ました。これは継続的に給与している留学生とは別の学生に給付する一時金

です。

ウ)第 27回関東 OB会を平成 26年 1月 25日 (土)樫山奨学会館において開催しま

した。家族の参加もあり総勢約 100名以上の出席がありました。

工)第 21回留学生会合として平成 25年 8月 26日 (月 )、 27日軟 )1泊 2日 の旅行

をしました。 河口湖や奨学生 OBが勤務するワイナリーエ場見学、富士吉田の火祭
り、また青木ヶ原樹海、鳴沢氷穴等を見学しました。

関西から3名、関東からは宿舎留学生を含め 20名の留学生が参カロしました。

(3)新入生歓迎オリエンテーション

新規採用奨学生全員の出席で平成 25年 6月 30日 (日 )樫山奨学会館新館で行

いました。がイタ
゛
ンスとして財団設立の趣旨並びに奨学金給与規程の説明、また設

立者の経歴及び財団の歩み等も合わせて紹介しました。

(4)卒業を祝う会

財団を卒業して行く4年生を対象に平成 26年 3月 2日 (日 )樫山奨学会館で行

いました。4年前に学生の選考に関与された選考委員にも出席頂き一緒に祝いま

した。最終となる奨学金は記念品を添えて理事長が一人一人に手渡しました。

(5)樫山純三賞

財団設立 30周年を記念して設立した第 8回樫山純三賞 (社会科学分野の現代   ‐

アシ
゛
ア研究の図書)の表彰式を平成 25年 11月 13日休 )ホテにューt―タニにおいて行い

ました。

学術書賞  『中東鉄道経営史 ロシアと「満州」1896・ 1935』
麻田雅文 著

一般書賞  『蒋介石の外交戦略と日中戦争』   家近亮子 著
(6)会 報

当財団の会報誌「かしの芽」を例年通り年 2回 (第 74号、第 75号)発行し

ました。

2.財産の状況
(1)基本財産について

基本財産は株式会社″ワードホー好
゛
ィンク
゛
ス株式 8,710,970株 を主とし、定期預金並

びに世田谷区代沢所在の土地 1,652.89ピ です。

本年度は基本財産である株式会社オンワート
゛
ホリテ
゛
ィンク
゛
ス株式の配当が 1株につき 24

円でした。



(2)特定資産について

公益目的保有財産、資産取得資金、及び特定費用準備資金として積み立て

いる。公益目的用財産として積み立てている金融資産の運用益は公益目的事業

会計に、また管理用財産として積み立てている金融資産の運用益は法人会計に

掲載しています。

現在の積立金額は財産目録記載の通りです。

金利低迷の影響により当期収入は予算より32万円余り下回る結果となりまし

た。

当期支出は事業費、管理費とも予算内の支出でした。

以上の結果、正味財産期末残高は 965,458万円となっております。



3。 庶務の概要

(1)役員等に関する事項

理事  定 数
現在数

監事  定 数
現在数

3人～7人

常勤 3人

2人

常勤 0人

非常勤 3人

非常勤 2人

任期 2年

計 6人

任期 2年

計 2人

平成 26年 3月 31日 現在

役職名 氏 名 任 期

常勤

非常勤の別 現 職

備 考

(当初就任日)

理事長 亀岡エリ子

平成25年 6月 6日

～27年 6月 5日 常 勤 平成
"年
11月 1日

理 事 大島  晃 非常勤

学校法人上智大学

名誉教授 平成24年 6月 7日

理 事 北澤 滋久 非常勤

学校法人獨協大学

名誉教授 平成23年 11月 1日

理 事 波多野優子 常勤

(公財)樫山奨学財団

総事務局長・選考委員 平成25年 6月 6日

理 事 片岡 弘志

移特オンワート
゛
ホールテ
゛
ィンク
゛
ス

コンフ・ライアンス部長 平成23年 H月 1日

理 事 内川 宗子 常 勤

(公財)樫山奨学財団

事務局長 平成23年 H月 1日

監 事 石チけ fll男 ″ 非常勤 弁 護 士 平成
"年
11月.1日

監 事 細野 康弘 ″ 公認会計士 平成23年 H月 1日



評議員 定 数

現在数

6人～15人  任期 4年

常勤 0人、 非常勤 9人  計 9人

261■ 3ナ131 日

氏 名 任 期

常 勤

常勤の別 現 職

備 考

(当初就任日)

樫山 章子
平成23年 H月 1日

～平成27年6月 非常勤 平成23年 H月 1日

石 野 喜次 ″

(財)樫山奨学財団

元事務局長 ″

嶋中 雄 二 ″

三菱lJFJl励
゛
ン・スタンレー

証券株式会社

参与 景気循環研究所長

〃

永井美智子 ″ 港ユネスコ協会監事 〃

花村 邦昭 〃

学校法人大妻学院

理事長 ″

廣内  武 ″

爾お″―ドホ」け
゛
ィングス

代表取締役会長兼社長 ″

慕内 晴朗 ″

聖マリアンナ医科大学病院長

心臓血管外科教授 ″

塩井  勝

平成25年6月 6日

～平成27年
`月

EY税理士法人

税理士 平成郎年二6月 6日

岩城 秀樹 ″

京都産業大学

毅 〃



奨学生選考委員    定 数  5人～15人  任期 2年

現在数  9人
平成 26年 3月 31日現在

数  5人～15人  任期 2年樫山純三賞選考委員   定
現在数  6人

平成 26年 3月 31日 現在

(2)職員に関する事項

氏  名 任 期 現 職 備 考(当初就任日)

石川 正興 平成25年 6月 6日 ～27年 6月 5日 早稲田大学教授 平成23年 H月 1日

奥 山 修平 ″ 中央大学教授

樫 山 章子 (公財)樫山奨学財団 評議員

児嶋 一男 獨協大学教授 〃

桂 容 薫 同志社大学教授

嘩道 佳 明 上智大学教授 平成24年 6月 7日

長谷山 彰 慶應義塾大学教授 平成23年 H月 1日

波多野優子 (公財)樫山奨学財団 理事

中川雄一郎 明治大学教授 〃

氏  名 任  期 現 職 備 考(当初就任日)

唐木 囲和 平成25年 6月 6日 ～27年 6月 5日 慶應義塾大学名誉教授 平成23年 H月 1日

末廣  昭 東京大学教授 ]二月え24■「
6J17日

千野 境子 産経新聞 客員論説委員 平成23年 11月 1日

波多野 優子 (公財)樫山奨学財団 理事 ″

若林 正丈 早稲田大学教授 平成 25年6月 6日

渡辺 利夫 拓殖大学総長 平成23年 H月 1日

平成 26年 3月 31日 現在

職 務 氏 名 就任年月日 担当事務 手 当 備   考

総事務局長

事務局長

波多野 優子

内川 宗子

中野 夕香

平成25年6月 6日

平成23年 H月 1日

平成23年 H月 1日

一般事務

一般事務

有

有

有 11月 より産体

6



(3)会議に関する事項
1)理 事 会

開催年月 日 項事事議 結  果

平成25年 5月 22日

第 1回

1)平成24年度 事業報告および財務諸表について

2)定時評議員会開催の招集について

3)理事・監事の改選について

4)評議員 1名辞任につき後任候補者の推薦について

5)評議員 1名増員につき新候補者の推薦について

6)選考委員の改選について
7)株主権の行使について

出席者 6名

全員賛成 可決

平成25年6月
`曰

第 2回

1)代表理事 (理事長)1名選定について 出席者 6名

全員賛成 可決

平成26年 3月 13日

第 3回

1)平成26年度 事業計画及び同年度収支予算について 出席者 6名

全員賛成 可決

△

=
2)

開催年月日 議 事 事 項 結  果

平成 25年6月 6日

第 1回

1)平成24年度 事業報告及び計算書類の承認に関する件

2)理事及び監事の任期満了に伴う改選に関する件

3)評議員2名 の選任に関する件

出席者 7名

全員賛成 可決

3.)奨学生選考委員会

開催年月 日 項事事議 結  果

用二月え25左「
5り]26日

第1回

1)新規大学院奨学生 (外国人留学生)面接

出席者3名

平成25年 6月 8日

第2回

1)奨学金給与対象者選考

平成25年度(第37回生)大学奨学生43名採用

外国人留学生(第30回り 名採用

2)奨学金給付対象者の継続給与審査

平成22年度(第34回生)大学奨学生35名について継続
平成23年度(第35回生)大学奨学生38名について継続
平成24年度(第36回生)大学奨学生41名について継続
外国人留学生(第29回生)7名について継続

出席者 8名

全員賛成 可決



4)樫山純三賞選考委員会

開催年月日 項事事議 結  果

平成25年 7月 20日

第 1回

1)第一次選考会

(学術書 26冊、一般書 7冊、共通 20冊 ) 出席者 6名

平成25年 8月 29日

第 2回

1)第二次選考会 2点決定

学術書『 申東鉄道経営史 ロシアと「満州」1896-1935』

麻田雅文 著

一般書『蒋介石の外交戦略と日中戦争』 家近亮子 著

出席者 6名

5)監 査
平成 25年 5月 13日  平成 24年度 事業報告及び貸借対照表、正味財産増減計算
書並びに財産目録、同年度収支計算書について監査を受けました。

(4)行政庁の指示に関する事項

項事一不指 履行年月日

平成24年度 事業報告及び財務諸表の提出

変更登記完了届出 (理事・監事任期満了)

平成26年度事業計画等の提出

平成25年 6月 28日

平成25年 7月 19日

コニ月え261「3り128日


